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【緒言】 

今日のスポーツ界では、オリンピックをはじめと

した国際競技大会の発展などにより益々高度な

競技力が求められるようになっている。そのため

専門競技開始年齢の低年齢化が進んでいる。そ

れとともに子どもたちや指導者の関心はどうすれ

ばより強く・速く・高くなれるかということに集まって

いる。 

しかし、身体の発育が著しい成長期には骨の

急激な成長により筋骨格系にアンバランスが生じ、

運動パフォーマンスの一時的な停滞が示されるク

ラムジーという現象や骨端症を代表としたスポー

ツ損傷の発生が指摘されている。さらに、この時

期には暦年齢と生物学的成熟度の進行が一様

ではなく両者の間に大きな個人差が現れると指

摘されている。このことは同じ学年の子どもでも同

じ運動に対する準備性が異なることを意味する。

従って、成長期の選手に対して指導を行うえで、

スポーツ損傷を予防しながらパフォーマンスを高

めるためには個人の発育段階を考慮したトレーニ

ングの作成が重要と考えられる。そのためにはま

ず成長期の運動能力の変化を詳細に検討する

必要があるが、これまでの運動能力の変化に関

する報告は暦年齢に基づいたものが多く、生理

学的な身体発育段階で検討したものは少ない。

そこで、本研究は成長期の運動能力の変化を暦

年齢および生理学的な身体発育段階で捉えるこ

とを目的とした。 

 

【方法】 

運動能力の指標として、小学生から高校生ま

で の 男 子 児 童 ・ 生 徒 78 名 を 対 象 に TDS 

(Talent-Diagnose-System: KEG 社)によって上

下肢同時、上肢のみ、下肢のみの選択反応時間

(以下 CRT、HRT、LRT)を測定した。また生理学

的な身体発育段階の指標として、出生時から測

定時までの身長のデータを入手できた 76 名の身

長 の 最 大 成 長 速 度 年 齢 ( 以 下 PHA) を

AUXAL3.1(SSI 社)で算出し、PHA 経過年数を求

めた。さらに DXA 装置 Delphi-A QDR(Hologic

社)を用いて全身および上下肢の除脂肪量を測

定し、身体組成の変化と選択反応時間の変化と

の関連性を検討した。 

 

【結果および考察】 

選択反応時間と暦年齢との間には有意な負の

相関があった。また、暦年齢と選択反応時間の

変化の様子を 3 次曲線で表すと、特に HRT、

LRT は 13 歳から 14 歳で反応時間の短縮が停滞

し、それを過ぎると再び反応時間の短縮が加速し

ていた。男子の 13 歳から 14 歳は PHA であり、選

択反応時間の一時的な停滞には発育スパートが

影響していることが予想された。 

そこで、PHA 経過年数と選択反応時間の変化

の様子を 3 次曲線で表した。その結果、CRT、

HRT において PHA 付近で反応時間の短縮が一

度停滞し、PHA 以降は再び反応時間の短縮が

加速していた。思春期には筋の発達が顕著にな

るため、選択反応時間の短縮には筋収縮時間の

貢献する割合が大きくなると報告されており、この

選択反応時間の特徴的な変化は筋の発達によ

るものと考えられた。一方、LRT は PHA 期に停滞



しておらず、その原因として下肢の発育は上肢お

よび身長の発育に先行するためであると考えられ

た。 

DXA 装置で測定した除脂肪量を筋量の指標

として、選択反応時間と筋量の関連について検

討した。その結果、CRT、HRT と全身筋量および

上肢筋量との間には負の相関があった。このこと

から、筋量の増加につれて選択反応時間が短縮

することが考えられた。 

【結論】 

選択反応時間は、PHA 期に停滞しそれ以降

は筋の発育とともに短縮することが示唆された。し

たがって、成長期の選手を指導する上で、個人

の発育・発達過程をふまえたトレーニングの作成

は、スポーツ損傷を予防しながらパフォーマンスを

向上させることに貢献すると考えられた。 

 

 

 

 

 


